
　○　雪国古来の遊び「雪合戦」を進化させた冬のニュースポーツ

　○　ルール（世界共通）

　　　・チーム　競技者７名、補欠２名、監督１名の計１０名

　　　・競技方法　相手チームのフラッグ奪取、又は雪球をより

　　　　　　　　　多く相手選手に当てたチームの勝ち

　　　・競技時間　３分３セットマッチ（２セット先取で勝ち）

　　　　※ジュニア大会は、２分３セットマッチで行う場合があります。

　　　・雪　球１チーム１セットあたり９０個

　　　　※ジュニア大会は、１チーム１セットあたり６０個で行う場合があります。

　○　雪合戦の頂点を決める大会

　　　（雪合戦のウィンブルドン）

　○　毎年２月、スポーツ雪合戦の聖地・昭和新山山麓で開催

　○　各地の予選を勝ち抜いた１５２チームが集結

　　　（全国で約２，０００チームが予選参加）

　○　のべ５８カ国、５５チーム、５００名の外国人も参加  

　○昭和63年 世界初の雪合戦ルール完成

　○平成元年 雪球製造器・専用ヘルメット完成

第１回昭和新山国際雪合戦開催

（参加７０チーム）

　○平成５年 日本雪合戦連盟結成

　○平成20年 (財)北海道体育協会加盟

　○平成21年 冬季国体公式行事として雪合戦大会

開催（さっぽろ雪祭り会場）

　○平成25年 国際雪合戦連合設立（10カ国）

　○平成26年 第26回昭和新山国際雪合戦開催

（平成26年2月22-23日）

■国内大会開催状況（国内連盟所在道県）

北海道･青森県･岩手県･宮城県･山形県･福島県

群馬県･山梨県･長野県･富山県･東海･兵庫県

鳥取県･島根県･岡山県･広島県･四国･大分県

■海外大会開催状況（大会開催国）

フィンランド･ノルウェー･スウェーデン･ロシア･

オランダ･ベルギー･アメリカ･カナダ･オーストラリア・タイ

雪合戦コート 雪球製造器 

専用ヘルメット 

１ 雪合戦とは 

２ 昭和新山国際雪合戦 

３ 雪合戦の歩み 

スポーツ雪合戦とは？ 

海外大会の様子 


